
司
書
聾
・
併
話
回
・
需

3
2
9・
質
問
し
た
。
元
禄
七
一
る
厨
と
な
っ
て
授
さ
れ
た
。
-
し
め
、
烏
口
亦
そ
の
子
コ

Jg陪
山
城
の
佐
久
間
盛
一
も
な
い
が
、
集
野
英
慢
の
箸
謹
で
あ
る
O

I

l

a

-

~

年

八

月

作

六

日

夜

、

平

年

況

十

。

一

ヵ

メ

ダ

ザ

ダ

カ

ツ

亀

田

貞

勝

泊

m九
十
郎
・
政
に
抵
は
し
て
赤
心
止
符
明
ら
か
に
し
た
o

一
一
屈
は
健
一
ガ
メ
プ
チ
マ
チ
局
調
町
金
持
槙
尾
町
の
町
伺
話

司
カ
メ
ダ
カ
ツ
ヨ
シ
穐
田
勝
善
宮
竹
川
町
本
家
の
一
伊
右
衛
門
。
稀
は
山
勝
V
へ
は
説
。
ネ
は
子
位
。
阿
的
・
↑
に
年
人
L
t
m栂
し
て
前
川
利
家
に
仕
へ
た
。
以
上
は
範
一
主
で
地
子
地
で
あ
っ
た
O

か
れ
鮮
の
同
来
は
、
持
野
川
一

一
七
代
、
片
町
の
襲
院
で
あ
る
o
伊
右
衛
門
勝
延
の
養
一
回
米
能
粁
・
是
陥
・
復
常
と
枕
し
た
o
主
搾
の
礎
的
尚
一
川
記
の
加
川
越
に
憾
ろ
o

一
洪
水
の
筒
淵
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
節
調
，

一
嗣
子
で
、
分
家
九
右
衛
門
金
方
の
子
で
あ
っ
た
o
幼
一
で
、
宮
竹
原
本
家
の
九
代
、
制
父
鵠
山
及
び
究
特
混
一
カ
メ
ダ
ト
シ
ツ
ナ
種
目
俊
銅
泊
抑
制
父
太
郎
・
椀
一
と
い
号
た
か
ら
だ
と
い
ふ
。

名
詩
十
郎
、
後
伊
右
衛
門
。
鈴
は
勝
務
、
叉
は
設
。
一
と
共
に
文
一
概
-P-
好
み
、
銭
立
加
・
林
議
一
時
に
総
合
同
二
之
助
υ
日
向
…
綱
が
前
川
氏
キ
・
僻
し
て
浅
野
口
氏
成
の
聴
一
カ
メ
ヤ
シ
コ
ウ
詣
屋
子
皐
辺
都
・
青
吉
兵
衛
と

字
は
純
縦
。
偽
山
・
臨
心
嬬

-m苔
・
関
泉
等
の
践
が
一
ん
だ
。
後
町
年
寄
と
な
り
、
明
治
十
六
年
四
月
什
八
一
に
隙
ず
る
や
、
利
常
は
佼
網
そ
旅
し
て
ご
千
石
や
・
奥
一
い
ひ
、
能
業
部
小
松
の
人
で
あ
る
o
販
問
屋
役
脅
制

あ
る
。
最
も
総
売
好
み
、
野
村
岡
卒
・
統
山
政
孝
等
一
日
夜
、
平
年
六
十
六
。
商
隣
家
製
一
名
耕
究
釣
絞
集
一
へ
た
が
、
子
な
〈
し
て
ん
或
断
絶
し
た
。
然
る
に
そ
の
一
め
た
が
、
年
四
十
五
歳
に
し
て
家
業
青
嗣
子
に
践

と
微
越
し
、
大
密
部
仰
そ
迎
へ
て
雌
貨
を
縞
ひ
、
文
一
ゃ
.
治
し
た
。
死
後
八
月
に
し
て
男
定
夫
四
郎
生
ま
れ
、
長
じ
て
森
一
・
り
、
街
や
二
内
と
夏
め
、
大
坂
に
挑
ん
で
部
や
・
油
川

政
十
一
年
京
に
出
で
a
h

額
山
陽
に
師
事
し
た
。
天
保
一
カ
メ
ダ
ジ
ユ
ン
ゾ
ウ
畠
田
純
綴

4
カ
メ
ダ
カ
一
下
の

M
M
K
と
な
り
、
子
孫
制
綴
い
で
訓
北
部
に
於
け
一
窮
策
に
邸
ん
だ
。
叉
俳
諮
を
良
〈
し
、
八
古
関
子
皐

rA
年
九
月
サ
四
日
夜
‘
亭
年
六
十
七
。
そ
の
詩
稿
に
一
ッ
ヨ

γ

血

m勝
訴

。

↑

る

土

民

の

口

腔

で

あ

っ

た

。

一

と

践

し

、

八

十

古

集

、

梅

の

志

都

久

、

組

の

古

今

脈

血
心
統
治
稿
が
あ
る
o

一
カ
メ
ダ
タ
カ
ツ
ナ
種
田
高
綱
趨
群
牢
之
ポ
一
・
桜
一
カ
メ
ダ
ハ
ヤ
ト
種
田
隼
人
幼
名
三
郎
。
突
は
一
等
の
著
が
あ
る
。
亭
保
六
年
八
十
二
歳
で
夜
。

カ
メ
ダ
ガ
ハ
詣
田
川
鹿
島
郡
八
回
の
山
中
雨
一
兵
衛
・
大
隅
。
柴

m勝
家
の
悶
泊
削
ハ
も
と
税
口
氏
〉
一
範
川
小
三
郎
馬
信
。
剥
北
部
森
下
に
住
す
る
一
向
一
一
カ
メ
ヤ
マ
瓶
山
江
沼
郷
大
明
寺
そ
東
に
去
る

乞
搬
に
縫
し
、
商
流
し
て
閥
分
に
奈
り
江
骨
川
に
合
一
宗
俊
の
子
。
腿
ヶ
級
の
役
に
柴

m伊
賀
守
勝
敗
に
邸
一
授
の
徒
で
あ
っ
た
が
、
後
に
前
倒
利
家
に
仕
へ
た
。
一
こ
と
十
四
粁
、
帯
提
の
領
に
あ
る
。
花
山
法
泉
の
隙

し
、
江
骨
川
は
御
誠
川
に
入
る
。
一
名
脅
鎗
越
川
と
一
し
て
戦
功
が
あ
っ
た
o
商
制
後
に
浅
野
幸
長
に
仕
ヘ
一
カ
メ
ダ
ハ
ラ
亀
田
原
町
村
岡
市
一
榔
笛
日
の
内
一
で
あ
る
と
の
俗
停
が
あ
る
。

い

ふ

。

一

て

朝

鮮

に

出

征

し

、

叉

大

坂

雨

胞

の

役

に

従

ひ

、

次

一

の

小

字

。

一

カ

メ

ヤ

マ

ジ

ヨ

ウ

砲

山

城

北

陸

七

凶

志

に

天

W.

カ
メ
タ
キ
誼
溜
白
山
辿
峰
中
別
山
の
域
内
で
、
一
い
で
前
間
利
常
に
仕
へ
て
勝
一
一
品
依
荷
受
け
、
入
道
一
カ
メ
ダ
ム
ネ
ト
シ
亀
田
宗
俊
↓
ミ
ゾ
グ
チ
セ
一
八
年
柴
間
勝
家
が
加
賀
の
一
授
の
操
る
城
や
.
挙
げ
て

b

，a
F
+
J

一

一

一

山
宿
屋
俣
川
の
支
続
、
尻
滑
谷
と
稽
す
る
所
に
あ
る
。
一
し
て
哲
鷲
と
稽
し
た
。
諮
問
記
に
宗
佼
そ
鍛
郷
と
し
一

γ
タ

マ

排

口

千

熊

。

一

安

宅

・

小

松

・

松

任

・

槍

屋

・

那

谷

・

篠

谷

-
K橋
・
鞍
紙
・

七
段
荷
な
し
、
高
さ
約
六

O
米
。
一
た
の
は
殺
で
あ
ら
う
。
後
に
哲
府
は
叉
前
川
氏
や
・
僻
一
カ
メ
ヅ
カ
砲
塚
雌
鳥
郷
小

m巾
の
親
王
探
と
一
尚
一
川
越
・
稲
山
・
小
原
と
あ
る
。
こ
の
泊
山
の
地
は
明
ら

カ
メ
ダ
キ
宿
田
記
河
北
郡
森
下
の
首
長
範
闘
一
し
て
浅
野
長
級
の
聴
に
臨
じ
た
。
一
制
到
し
て
存
す
る
古
峨
で
あ
る
。
越
稜
賀
三
州
志
来
一
か
で
な
い
。
一
一
説
に
‘
こ
れ
は
留
王
山
の
麓
そ
い
ふ

氏
の
家
鍛
で
、
そ
の
組
組
制
小
三
郎
爵
信
以
来
の
こ
一
カ
メ
ダ
タ
カ
ノ
プ
母
国
岳
信
初
伝
小
三
郎
、
一
凶
栂
慌
に
、
『
伶
訟
や
・
挟
み
、
純
正
探
の
肉
に
鍋
山
と
一
の
で
、
山
中
に
縞
紙
一
名
稲
山
文
は
縞
岩
と
い
ふ
地

と
が
寵
さ
れ
て
腐
る
。
一
後
大
隅
。
河
北
部
森
下
の
磁
践
で
、
一
向
一
授
の
首
一
呼
ぶ
勉
朕
の
山
あ
り
。
共
高
さ
問
問
許
o
共
頂
長
き
一
が
あ
り
、
そ
の
下
は
小
原
村
で
あ
る
と
し
て
阿
る
o

カ
メ
ダ
コ
ハ
ル
積
田
小
春
金
稼
の
俳
人
、
所
一
領
で
あ
っ
た
。
天
正
四
年
一
授
等
が
下
問
刑
部
卿
法
一
こ
と
九
開
詐
。
幅
四
間
半
詐
。
顕
よ
り
局
ま
で
長
き
一
カ
メ
ヤ
マ
テ
ン
ク
ン
シ
ヤ
宿
山
天
神
話
路
島

研
青
白
鴎
鷲
と
い
う
た
。
逝
縛
伊
右
衛
門
、
後
市
兵
一
限
に
致
し
た
訴
朕
に
小
三
郎
岳
信
の
か
n
が
見
え
る
。
一
こ
と
コ
一
十
問
詐
。
叩
の
臆
さ
二
十
四
閑
許
。
首
の
幅
一
一
部
三
引
の
赤
厳
山
の
箆
な
る
閲
の
上
に
あ
っ
て
、
長

街
。
践
は
勝
慨
。
宮
竹
屋
本
家
の
四
代
。
兄
伊
右
衡
一
金
制
伸
御
坊
陥
wm
の
後
‘
同
九
年
加
賀
の
凶
申
向
柴
山
一
荒
.
閲
牢
詐
0
M
M
き
こ
と
十
一
一
一
間
許
。
山
総
姐
百
十
聞
一
氏
の
建
立
し
た
所
で
あ
る
。

門
勝
則
の
嗣
子
と
し
て
繋
肢
を
識
と
し
た
。
元
隊
ご
一
勝
家
の
命
に
服
せ
ざ
る
も
の
峨
民
信
あ
る
の
み
で
あ
一
詐
。
』
と
あ
る
。
一
カ
メ
ヤ
マ
ヅ
カ
畠
山
塚
臨
南
市
三
回
ハ
今
山

年
芭
誕
の
来
遊
し
た
時
そ
の
家
に
宿
し
た
こ
と
が
あ
一
っ
た
か
ら
、
勝
家
は
之
と
和
せ
ん
と
諜
り
、
先
に
若
一
カ
メ
ノ
ヲ
ノ
キ
砲
ノ
尾
の
記
金
滞
に
於
け
る
一
回
)
に

カ
メ

--
-


